







治大学図書館報』」別冊 4 1993年 3月)、同著「明治大学図書館史」














(1881) 前年 12 月 8 日に岸本辰雄、宮城浩蔵、矢代操の 3 名を創立者として、
明治法律学校の設立届けを東京府庁に提出。校舎は麹町区 6 番 36 番地
で、宮城浩蔵の屋敷であった。その後麹町区有楽町 3丁目 1番地の島原
藩 7 万石松平主殿の上屋敷 (三楽舎) を借りて開校する。
明治 18年
(1885)
2 月 『明法雑誌』(月刊) 創刊
明治 19年 12/11 明治法律学校文庫開設







とを厳禁す (第 59 条) とあるのは興味深い。
1/5 「明治法律学校特別生規則」に「第 6 条特別生ハ本校ニ備付ノ書籍ヲ随
意借覧スルコトヲ得」として規則上初めて図書の閲覧について記述され
ている。第 13 条には書籍借覧料は月に 30 銭とある。
明治 21年
(1888)
8 月 文部省布告第 7 号により特別認可学校規則が定められ、法律学部、政治
学部が認可される。
校長、教頭の制を設ける。校長岸本辰雄、教頭宮城浩蔵。


























10 月 『明治法学』第 3 号より寄贈書目を掲載。最初のリストは北海道区政釈
義 1 冊、判例彙報第 10 巻第 9 冊、行政第 7 号、行政法協会雑誌第 3 巻
第 2号、法政新誌第 26号、妙宗第 2編第 10号、大帝国第 1巻第 9号、
法学協会雑誌第 17 巻第 10 号、革進第 6 号、校友会雑誌第 89 号、法曹
記事第 94号、法典質疑録第 29号、法学志林第 1号、日本弁護士協会余
録第 25 号など。
明治 33年 9 月 図書館閲覧規則






明治 34年 7/6 図書閲覧室が卒業生の宴会場に
(1901) 創立 20 周年記念式並卒業証書授与式で図書閲覧室が卒業生休憩所及び
宴会場となり、図書閲覧室で卒業生を饗応する。





10 月 明治法律学校 35年度報告の図書館の項に「本校所属各種の図書は本校が
購入したるものと世上篤志者の寄贈とによりて学生研鑚の資に供す」と




明治法律学校経費として昨年度の収入総額は 24855 円 23 銭 7 厘、支出












献通考 (24 冊)、日本社会辞彙 (2 冊)、群書類従 (18 冊)、古事類苑 (和装
120 冊) 及びマイエルのレキシコン (3 冊) 等また到着したり。













































3 月 帝国教育会書籍館にあったボアソナード文庫約 4000 余冊を本学図書館
が受託









5 月 名誉講師故名村泰藏氏の旧蔵書 459 部 (和書 226 部、洋書 233 部) が寄
贈される。
7 月 明治 41 年度商科卒業生が高価な英文商業上の図書 12 部を寄贈する。
8 月 図書館規則、一般市民への有料公開を謳う
29条からなり、開館時間が平日 3月から 10月までは午前 8時から午後
4 時、11 月から 2 月までは午前 9 時から午後 5 時。土曜は午後 4 時ま





最上部をあてる。図書の統計は原書 1311 冊、和書 10478 冊。1 月から
6 月までの来館者数は 7532 人 (1 日平均 53 人強)。
図書館閲覧室の写真が『明治学報』第 128 号に掲載される。
9 月 『明治学報』第 130 号より定期的に図書館記事を載せる。9 月開館日数
20日、閲覧人員 1188人、同 1日平均 59人、貸附図書数 2424冊、同 1
日平均 121冊、館外貸出図書 8冊、増加図書数計 84冊 (和書 83冊、洋
書 1 冊)。









7/20 『学叢』第 7 号に明治大学学報が併載され、本学学況の梗概が記述され
ている。「校舎の拡張」では明治大学移転新築資金募集趣意書のあとの
移転新築概算書に「5 号館、木造 3 階、74 坪 2 合 5 勺、図書館及書庫
概算額 1650円」とあり、「図書及標本」には「現在原書 12369冊、和書









7 月 図書館規則によれば開館時間が平日 1月 11日から 6月 30日、9月 1日
から 12月 25日は午前 8時から午後 9時、7月 1日から 8月 10日は午
前 8時から正午、土曜は午後 5時まで、日曜は正午まで。平日の開館時
間が延長し、午後 10 時になるのは 91 年後で 2001 年の中央図書館開館
まで待たねばならない。
10/1 新築の記念館、校舎竣工、本館 9 棟、附属建物 7 棟
明治大学校舎の 4 号館・6 号館に図書館あり。施設は 4 号館木造 2 階に
1 階、イ学生休憩室、ロ自習室、2 階、ハ図書閲覧室、ニ図書出納所。6
号館木造 3 階に 1 階、イ書庫、ロ書庫、2 階、ハ書庫、3 階、ニ書庫が

























10 月 『明治大学学報』第 1 号創刊号より昭和 6 年 12 月第 181 号の終刊まで
図書館報告として、図書閲覧月報 (閲覧人員 2754 人、1 日平均 162 人、
貸出図書数 5113 冊、1 日平均 307 冊)、受贈書籍 (第 2 号より書目書籍
と改める)・新聞などの記事を載せる。新刊紹介も毎号掲載する。








































9 月 図書館和漢分類表 (第 1門哲学宗教。第 2門文学語学。第 3門史伝地理。
第 4門法律。第 5門政治外交。第 6門社会教育。第 7門経済、財政、統
計。第 8門産業、商業。第 9門科学、技芸。第 10門辞書、叢書、新聞、





















る。蔵書目録 (四六版 1000 頁)が日本興業印刷会社で印刷済で、9 月 17
日発行予定であったが同社とともに灰になる。
大震災焼失図書数和漢書 41247 冊洋書 14723 冊計 58970 冊。
図書館は震災前の 7 月に記念館階上に閲覧室、階下に書庫・事務室を臨
時移転し、着工に備えていた矢先の出来事だった。































3/15 図書館委員会の設置・委員・第 1 回の出席者について報告あり。




Woodrow:A history of the American people)







4/28 『駿台新報』第 27 号に分類表が掲載される。
5 月 図書の整理が順調に進捗し、全蔵書の閲覧が可能になった。






8/15 『明治大学学報』第 93 号に和漢書の新分類表が掲載される。
9 月 9 月末現在の復旧状態を示す統計表を発表。寄贈冊数 (510 人 8972 冊)・
大震焼失図書冊数 (和漢書 41247冊、洋書 4871冊)・現在図書冊数 (総数
15683 冊、内訳和漢書 10812 冊、洋書 4871 冊) 焼残った図書は和書 32
冊、洋書 39冊とある。その他に貸出部門別冊数統計・閲覧者相撲番付・
和漢書貸出開始日表・閲覧人員統計など。
9/15 『明治大学学報』第 94 号に洋書の新分類表、和漢分類表の追加を載せ
る。
10/15 杉村虎一理事が『凱旋記念帳』外 321 冊を寄贈する。
11/6 図書館展覧会を 6 日、7 日に閲覧室で開催。本館復旧現状を示す。来会
者芳名録には 1950 名の名前。新聞学会出品の前に立つ藤森図書館長の
写真あり。「明治大学図書館展覧会写眞帖」もあり。
12/21 図書館は館長以下、主任、司書 3 名 (和書・洋書)、雇員 6 名 (貸出・洋

















10/10 午後 6 時より図書館委員会。
10/13 10 月 13 日より午後 9 時まで開館時間を延長する。
10/17 図書館の閲覧時間が 9 時まで延長し、有意義に利用して欲しいと櫻井図
書館主任が語る。
11/2 午後 3 時より図書館委員会。
12/5 試験に備へる為か図書館大盛況。矢張り一番利用が多いのは予科の坊ちゃ
んという記事が載る。















4/10 大正 15年度予算書に支出の部で図書館は 15500円、前年度比 500円増。
大正 13 年度は 26380 円。
4/21 午後 0 時 30 分より図書館委員会。
4/25 日本図書館協会大正 14年度総会に森本謙蔵が出席する。(『図書館雑誌』)










予科生の利用が多く、毎年試験前の 2 月、11 月末 (予科のみ) が大幅に
増加する。




7/25 第 3 期 (記念館) 建築工事概要
1 階図書館。玄関ホール約 25 坪。事務室 4 坪 7。カタログ室 12 坪。新
聞雑誌室 19 坪 5。閲覧室 113 坪 5。第 1 書庫 25 坪。図書館事務室 25
坪。階段廊下その他 32 坪 913。




9/14 図書館事務室予科 1 号館内へ移転する。
10/1 森本謙蔵が『駿台新報』に読書往来と、出版界瞥見の記事を載せる。
10/3 バラック仮閲覧室を開いて学内一般の閲覧に供す。
11 月 新築校舎が完成したので、図書館事務室が予科 1 号館 2 階に移転した。
図書閲覧室は当分従来どおり旧校舎に。


























10 月 復興第 4期建築工事 (体育館)が決定され、予定地にあった図書館閲覧室































1/18 体育館バスケット場へ図書館の引越し。図書閲覧は 22 日から。
1/21 図書館委員会
























10/4 「完成を強要さる本学図書館」の見出しのもとに先月 27 日の東京私立
大学図書館協議会の記事が『駿台新報』に載る。
10/16 図書館委員会













11/30 昨年 4月に新分類法を制定してより鋭意再整理中。和漢書 8419部 11519
冊、洋書 4946 部 7095 冊の整理を終える。
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12/18 「大体学生側の主張通る。明大騒動大団円」という見出しのもとに、図





2/22 掛下重次郎第 2 代図書館長が逝去する。
4 月 明治大学図書館案内 (摘要) を作成する。
4/15 明治大学図書館事務系統図 (1 枚もの) を作成する。
4/17– 日本図書館協会総会 (早稲田大学)
18 森本謙蔵 (前主任)、持永栄次、岩下篤廣が出席する。(『図書館雑誌』)


































1. 階数、地下室共 4 階外ニ中 3 階 1





10 月 『Catalogue of foreign books』を刊行する。
10/9–
11
第 25 回全国図書館大会 (金沢) に司書森本謙蔵、書記岩下篤廣が出席。
(『図書館雑誌』)















5/10 日本図書館協会昭和 7 年度総会に岩下篤廣 (書記)、佐藤忠恕 (館員)、三
谷勲 (館員)、森本謙蔵 (主任) が出席する。(『図書館雑誌』)
5/11–
13
第 26 回全国図書館大会 (東京) の学校図書館部会で図書不明本について
森本謙蔵 (主任) が意見を述べる。(『図書館雑誌』)
石川浩 (館員)、岩下篤廣 (書記)、奥村藤嗣 (館員)、佐藤忠恕 (館員)、三
谷勲 (館員)、森本謙蔵 (主任) が出席する。(『図書館雑誌』)
5/21 森本謙蔵が「蔵書漫談」を『駿台新報』に載せる。
5/28 新装なった図書館







7 月 18 日より休館の予定が学生より延期の嘆願書が出され、7 月 31 日



















12/10 図書館常時開館運動が効を奏す。先ず今冬休暇中のうち 12月 28、29日、






2/10 図書館へ 200 冊の図書が寄贈される。
2/28 賀陽宮恒憲親王台臨
新図書館より順次 3 階の大会議室に入り茶菓を召される。
3/18 図書館第 2 期工事建設。来年迄に完成目指す。
上海在住近藤光氏 (子息が本学卒)が図書館に『名寶人形集』、『芭蕉翁遺
芳』外 21 点を寄贈する。
4/1 図書館規則施行。第 18 条で外来閲覧者に対しては「大学に於て特に許










第 26 回全国図書館大会 (名古屋) 森本謙蔵 (司書長) が出席する。
5/13 『駿台新報』第 349 号に「図書館閲覧案内」を掲載。開館時間は平日 8
時～21 時。
6/10 法科同窓会が辞典 60 冊、書見台 10 台、書架 1 台を寄贈する。
7/8 事務細則第 10 章に図書館に関する細則がある。







3 月 『明治大学和漢図書分類目録第 1 冊総記 (昭和 8 年 12 月現在)』刊行。
3/5 全国高等諸学校図書館協議会大会打ち合わせ (東京外大)に森本謙蔵が陪
席する。
3/25 杉並区和泉町に建築中の大学予科校舎竣工 (鉄筋コンクリート 3階建、総
坪数 1400 坪余)




第 28 回全国図書館大会 (東京科学博物館) に岩下篤廣 (司書)、奥村藤嗣






6/3 予科図書室開室。所蔵図書数 8000冊。収容人員 80名。予科建物正面玄




9/13 全国高等諸学校図書館協議会。明治大学にて午後 2 時より理事会開催。
森本謙蔵が出席する。
9/21 全国高等諸学校図書館協議会。立教大学にて午後 2 時より理事会開催。
森本謙蔵が出席する。
10/2 全国高等諸学校図書館協議会。明治大学にて午後 2 時より理事会開催。
森本謙蔵が出席する。
10/5 全国高等諸学校図書館協議会。立教大学にて午後 2 時より理事会開催。
森本謙蔵が出席する。
123
10/16 全国高等諸学校図書館協議会。明治大学にて午後 2 時より理事会開催。
森本謙蔵が出席する。
10/29 森本謙蔵、立教会場にて打ち合わせ。










12/7 全国高等諸学校図書館協議会。明治大学にて午後 2 時より理事会開催。
森本謙蔵が出席する。















日本図書館協会昭和 10 年度総会に岩下篤廣 (司書)、森本謙蔵 (司書長)、
鈴木剛男 (司書) が出席する。(『図書館雑誌』)
















3 月 『備付逐次刊行物一覧』(3 月末現在) を刊行する。




第 30 回全国図書館大会 (東京科学博物館) に岩下篤廣 (司書)、奥村藤嗣




5/27 東京私立大学図書館第 5 回協議会 (立教大学) に森本謙蔵が出席する。









11/26 東京私立大学図書館第 6 回協議会 (國學院大学) に森本謙蔵が出席する。
明治は幹事校となる。
11/31 『駿台新報』第 277 号に図書館・教室・校庭の写真が掲載される。
12 月 故富谷太郎元学長の旧蔵書約 1000 冊が寄贈される。
昭和 12年
(1937)
1 月 故井上正一法学博士寄贈図書目録 (洋書) を作成する。
3/5 図書館 3 階で明大在郷軍人倶楽部主宰の「陸軍記念日祝賀戦場座談会」
が催された。(『朝日新聞』)
5/14 東京私立大学図書館第 7回協議会 (早稲田大学)に森本謙蔵、岩下篤廣が
出席する。(『図書館雑誌』)
5/22 韓国文庫創設











席、卒業生専用に商業学校 3階 30号教室 64席を設ける。学生用の閲覧
席は 365 席。
4/1 私立大学図書館協会監事校となる。



















8/3 全国高等諸学校図書館協議会第 15 回大会に森本謙蔵、鈴木剛男 (予科)
が出席する。













書庫 443.85m2 収容図書 1 万 3000 冊。















11/18 近世文化展開催 (～21 日)。同展覧会陳列目録を刊行する。
昭和 16年 4 月 野田孝明教授が図書館長に就任する。
(1941) 6 月 明治大学図書館新着図書 (6 月号) より『明治大学図書館増加書目』と改
































昭和 20年 5/1 牛車にて八幡山グラウンドに和本類、漢籍の図書を移転する (～3日間)。
(1945) 5/3 山梨県韮崎下溝に貴重書疎開～5 月 5 日の 2 回にわけて送る。
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